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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月9日(2008.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　情報表示面を有する表示装置のための情報表示装置プロテクタであっ
て、前記情報表示装置プロテクタが実質的に透明な可撓性シートのスタックを含み、前記
シートが接着剤層を一方面に有するとともに結合剤マトリックスに分散した無機酸化物粒
子と低表面エネルギー弗素化化合物とを含むハードコート層を他方面に有し、前記シート
が前記情報表示面に合うように前記スタックが切断されている情報表示装置プロテクタ。
　　【請求項２】　前記ハードコートは、結合剤マトリックスに分散したコロイド無機酸
化物粒子を含む請求項１に記載の情報表示装置プロテクタ。
　　【請求項３】　前記結合剤は導電性ポリマーを含む請求項１に記載の情報表示装置プ
ロテクタ。
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　　【請求項４】　前記弗素化化合物は、式
　Ｙ－（ＣaＦ2aＯ）b－ＣaＦ2a－Ｙ
（式中、各Ｙはランダムに分配された－ＣaＦ2aＯ－反復単位の鎖に結合された重合性基
を含み、各ａは独立して１～７であり、ｂは前記反復単位の数であって、パーフルオロポ
リエーテルが約５００～約２０，０００の数平均分子量を有するように１～３００の値を
有する。）
を有するパーフルオロポリエーテルから誘導される請求項１に記載の情報表示装置プロテ
クタ。
　　【請求項５】　パーソナルディジタルアシスタント、携帯電話、タッチ感応スクリー
ン、腕時計、カーナビゲーションシステム、ＧＰＳ、測深機、計算機、電子ブック、ＣＤ
プレーヤー、ＤＶＤプレーヤー、投影テレビスクリーン、コンピュータモニター、ノート
ブックコンピュータ表示装置またはインストルメントゲージを含む情報表示装置であって
、請求項１に記載の情報表示装置プロテクタのスタックを接着させている情報表示装置。
　　【請求項６】　情報表示面を有する電子機器のための情報表示装置プロテクタを製造
する方法であって、
ａ）ラジカル重合性結合剤マトリックスに分散した無機酸化物粒子と低表面エネルギー弗
素化化合物とを含む硬化性ハードコート層を実質的に透明で概ね平らな基板の一方面に被
着させる工程と、
ｂ）前記ハードコート層を硬化させる工程と、
ｃ）接着剤層を前記基板の他方面に被着させる工程と、
ｄ）前記被覆された基板をシートのスタックに形成する工程と、
ｅ）前記シートが前記情報表示面に合うように前記スタックを二次加工する工程とを含む
方法。
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